
公共交通利用促進キャンペーンの展開について 資料 ６

使
日常の足（通勤、通学など）や観光で鉄道を
使ってもらう

① やまがた鉄道沿線活性化助成金による鉄道沿線活性化の新たな
取組への支援

・駅前でのイベントの開催や子どもたちの鉄道を使った遠足・社
会科見学等の実施等に対する支援。 活用の検討

② 公共交通機関利用の推奨

・通勤時や出張時の公共交通機関の積極的な利用を呼びかけ。
チラシ（別紙３）を活用した呼びかけ

知
鉄道を利用するメリットや利便性を
知ってもらう

① ポータルサイトの開設（令和６年度中）

・県内公共交通・鉄道沿線活性化の総合的な情報をわかりやすく提供するポー
タルサイトを制作。（別紙１）
② インターネットを活用した情報発信

・県のHPやSNS（Instagram、Ｘ、Facebook等）を活用した効果的な情報発信。
③ その他の広報・啓発活動

・東北芸術工科大学の学生が作成したロゴマークやポスターデザインを用いた
広報・啓発物（ポスター、クリアファイル）の活用。
会員がイベント等を実施する際の広報媒体にロゴマークを掲載

公共交通機関の利用を呼びかけるポスターやクリアファイルを用いた広報・啓発活
動（クリアファイルは必要に応じて配布）

広く県 に公共交通のメリットや利便性を実感してもらい、公共交通の利 を促す「公共交通利 促進
キャンペーン」を展開。（令和６年度は【鉄道】に焦点を絞っての実施）

朱書き部分は
協議会会員への
依頼事項

考
鉄道に興味・関心を持ち、利用について
考えてもらう

①「公共交通利用強化月間イベント」の実施（令和６年10月）

・ 10月（鉄道の日：10月14日）を公共交通利用強化月間に設定し、
期間中に実施される鉄道事業者（JR、山形鉄道）や沿線市町村のイ
ベントを「公共交通利用強化月間イベント」に位置付ける。
・鉄道利用による参加を促すため、「公共交通利用強化月間イベン
ト」を対象とした「デジタルスタンプラリー」を実施。
デジタルスタンプラリーの周知（広報）及び実施への協力

（チラシは別紙２のとおり）



○県 に公共交通機関の魅 ・利便性を伝えて 近に感じてもらい、利 してもらうために、SNS（X,Instagramを想
定）での発信と連動して県内公共交通・鉄道沿線活性化の総合的な情報をわかりやすく提供するポータルサイトを
開設する

○鉄道駅周辺イベント情報などの紹介、誘導（市町村・交通事業者と連携）

○経路検索サイトへのリンクや、駅を起点としたバス情報を提供するなど、公共交通機関の積極的な利用をサポート

やまがた鉄道沿線活性化ポータルサイトの構成案について
目的

鉄道駅周辺の
イベント情報

・鉄道駅周辺イベント一覧
・個別イベントの紹介

※個別イベントページは県内
市町村、交通事業者等でも
作成・修正を可能とする

やまがた鉄道沿線
活性化プロジェク

ト紹介

・プロジェクトの概要

・沿線活性化協議会の開催
状況

・やまがた鉄道沿線活性化
助成金の事業紹介
・各沿線活性化事業の紹介

トップページ

サイトマップ（案）

公共交通機関利用
キャンペーン紹介

・公共交通機関のメリット紹
介

・公共交通利用強化月間の
紹介

○普段 家  を利 している県 及び県外からの来訪者（県 メイン）
ターゲット

お役立ち情報
・鉄道豆知識

・地域連携ICカード「チェリカ」
・山形県内21駅でSuica対応
拡大
・山形新幹線新型車両E8系
デビュー
・子供向け鉄道豆知識紹介

など

・周辺観光スポット紹介
・鉄道路線情報、時刻表

・バス等公共交通機関情報、
時刻表
・経路検索サイトリンク

駅周辺情報
（主要駅の周辺情報

まとめ）

・県内鉄道路線図（⇒駅周辺情報へリンク）
・新新着情報
・駅周辺イベントピックアップ（今週のイベントなど）

別紙１
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